
 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  自ら学び考え 人間性豊かで 心身ともに健やかな生徒の育成 
            ～ 挑戦 成長 そして飛躍へ ～ 

目指す生徒像 成長を目指し、進んで挑戦する生徒 

  

１０月３日（月）に全校集会を実施しました。 

石原信行校長先生の集会でのお話を紹介します。 

 

今日から１０月の学校生活がスタートします。中間テストや秋

季大会を終えて、ほっとしている人も多いと思います。今年の秋

は「３年ぶり」という言葉を前置きにして、さまざまな学校行事

が行われます。今週予定されている関西方面への修学旅行、東金

文化会館での合唱コンクール、そして、１１月に予定されている

職場体験学習等、新型コロナの影響で縮減されていた行事が元の

形に実施されようとしています。新型コロナの動向は落ち着きつ

つありますが、基本的な感染症対策には気を配りながら、学校で

の活動を充実させてほしいものです。 

さて、今月は合唱コンクールが行われます。帰りの会の時間になると、皆さんの歌声が校長室ま

で聞こえてきます。繰り返し楽曲を聴いたり、手拍子でリズムをとったりする時間が長かった昨年

度と比べると、練習が充実してきたと感じています。合唱コンクールが今から楽しみです。 

合唱は、一人で歌うのとは異なり、クラス全員で一つの曲をつくり上げるため、互いの歌声が重

なり合い、声が伸びやかに大きく広がっていくと感じる瞬間は、何物にも代えがたい大きな感動を

得ることができます。しかし、合唱曲を仕上げていく過程では、「もう少しここのところしっかり

歌おうよ」という気持ちの熱い人もいれば、「もうこれくらい歌えれば十分だよ」という人もいて、

クラスの中で意見がぶつかることがあるかもしれません。合唱に限らず、どんなことでも、より良

いものを作り上げようとする時、このような「葛藤（かっとう）」が仲間うちに生じることはよく

あることです。しかし、この「葛藤」を乗り越えた時こそ、これまでにない大きな成長と飛躍を実

感することができるのです。 

合唱に関する名言に「『うまい』と言われるより、まずは

『あなたの隣は歌いやすい』と言われるようになろう」とい

う言葉があります。互いに励まし合い、ともに力を合わせて

取り組んでください。合唱をとおして育まれた仲間との絆

は、皆さんのこれからの学校生活や今後の人生にとって最高

の宝物の一つとなるはずです。 

今年の合唱コンクールのスローガンは「一音懸命～Ｗｅ 

ａｒｅ ｔｈｅ ｏｎｅ～」です。合唱コンクール当日、３年

ぶりの東金文化会館の大ホールに、一つ一つの音に思いを込

めた皆さんの歌声が響くことを期待しています。 
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全校集会での校長先生の話 



 

 

作品展・発表会・大会 結  果 

山武郡市児童生徒科学作品展 

 

科学論文の部 

金賞 藤代 咲希（１年２組） 

銀賞 鈴木 陸斗（１年２組）  森川 真 （２年２組） 

   佐瀨 愛実（２年２組） 

銅賞 市原 瑠衣（１年１組）  中村 暖桂（２年１組） 

   岡本 華央（２年１組）  野田 美羽（２年３組） 

山武郡市中学校英語発表会 

 

３年暗唱の部 

１位 長谷川 紗彩（３年３組） 

※山武郡市秋季大会の結果は、すべての競技が終了しましたら、お知らせいたします。 

 

７月２日（土）、東金アリーナにおいて、３

年ぶりに東金市ＰＴＡ球技大会（バレーボール 

の部）が開催され、西中学校ＰＴＡは、丘山小学校ＰＴＡと合同チームで参加しました。６月から

合同チームでの練習を開始し、臨んだ大会では、予選リーグで福岡小戦は２対０で勝利し、城西小

戦は０対２で惜敗でした。４チームでのリーグ戦の結果は、２位でした。西中学校ＰＴＡはもちろ

んのこと、丘山小ＰＴＡの方々との絆も深まったＰＴＡバレーボールの活動でした。御参加くださ

った保護者の皆様、本当にお疲れ様でした。 

 

今月の予定は秋の色合いに、ハロウィーンのイラストがあり、秋を感

じる仕上がりになりました。 

 

 

生徒の様々な功績 
 
  

東金市ＰＴＡ球技大会で健闘 
 
  

１０月の予定 

 

 


